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台風１５号の影響による被害状況（第２報）
（ ８月１７日降雨による被害状況」から名称変更）「

【１】 本局・事務所の体制について（９：３０現在）

四国地方整備局 警戒体制

四国山地砂防事務所 警戒体制

松山河川国道事務所 注意体制

土佐国道事務所 警戒体制

吉野川ダム統合管理事務所 警戒体制

大渡ダム管理所 注意体制

四国技術事務所 注意体制

【２】 気象・地象等の概要

気象庁松山地方気象台０６時４２分発表によると

台風第１５号は、沖縄久米島の北西海上を北上しています。

このため、この台風を取りまく暖かく湿った空気が流れこんで、東予東部では、１８日昼前

にかけて、雷を伴い非常に激しい雨の降るおそれがあります。

今後、台風第１５号は東シナ海を北上し、１９日には日本海に進む見込みです。このため、

現在雨のふっていない地域でも１８日夜から１９日にかけて再び雨が強まり、山地を中心に大

雨のおそれがあります。

四国地方整備局 川口雨量観測所（高知県吾川郡吾川村）では、連続雨量が９時２０分現在、

２５０ミリとなっています。

【３】 現在までの被害状況の概要

○道路関係

１．直轄国道

国道３２号徳島県三好郡池田町西山(47k950付近)において、土砂流出により、１７日１７時

３０分より片側交互通行。１７日は、応急処置として土嚢設置を実施。

１８日は、８：２０頃土砂撤去開始。

今後、仮設防護柵（Ｈ５ｍ×Ｌ３６ｍ）の設置を行い、３車線の内２車線での供用をする

こととしているが、仮設防護柵設置等に２～３日程度を要する見込み。
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１８日９時２０分に連続雨量が２５０ミリを超え、土砂崩れの恐れがあるため、国道３３

号高知県高岡郡越知町横倉～高知県吾川郡吾川村森山字オオヂミ（２０．３ｋｍ）の事前通行

規制を開始しました。

２．補助国道

国道３１９号愛媛県中央市金砂町柳瀬、同平野山において山腹崩壊により１７日１７時４５

分、１８時３０分より全面通行止め。復旧は未定。

また、同国道、四国中央市新宮町馬立においても山腹崩壊により、１８日８：００から全面

通行止め。復旧は未定。

○河川関係

１．直轄河川の状況

・指定水位を超えた河川

事 務 所 名 水 系 名 河 川 名 観測所名 指定水位 現在水位

吉野川 吉野川 池田 4.10ｍ 4.26ｍ徳島河川国道事務所

※８月１８日 ８時００分現在の水位

２．土砂災害等の状況（直轄砂防区域）

家屋損壊県 名 人的被害

一部損壊死者 全壊 半壊行方不明 負傷者
高 知 県 － － １ ２ － －

※１８日８時現在で確認されているものを記述

土砂災害等の状況（直轄砂防区域外）

家屋損壊県 名 人的被害

一部損壊死者 全壊 半壊行方不明 負傷者
香 川 県 － ２ － － － －

※１８日８時現在で確認されているものを記述




